
巻頭エッセイ

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
九
○
年
代
以
降
新
自
由
主
義
改
革
に
異
を

唱
え
る
政
権
が
相
次
い
で
誕
生
し
た
。
市
場
経
済
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を

批
判
し
、
社
会
的
公
正
を
重
視
し
、
資
源
の
国
家
管
理
を
主
張
す
る
政
権

に
つ
い
て
、
マ
ス
コ
ミ
、
さ
ら
に
は
研
究
者
ま
で
も
が
左
派
政
権
と
呼
ん

だ
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
左
派
な
の
だ
ろ
う
か
。

少
な
く
と
も
社
会
主
義
政
権
で
は
な
い
。
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
を
主

張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ボ
リ
ビ
ア
は
石
油
、
天
然

ガ
ス
の
国
家
管
理
を
強
化
し
て
い
る
が
、
国
家
介
入
を
経
済
の
隅
々
ま
で

広
げ
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
、
チ
リ
、
ウ
ル
グ
ア

イ
な
ど
中
道
左
派
と
さ
れ
た
政
権
は
、
財
政
規
律
を
尊
重
し
、
経
済
を
市

場
に
委
ね
、
他
方
で
社
会
的
公
正
の
観
点
か
ら
社
会
政
策
と
り
わ
け
教
育

を
重
視
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
政
策
ミ
ッ
ク
ス
は
、
新
自
由
主
義
を
こ
の

地
域
に
普
及
し
た
世
界
銀
行
、
米
州
開
発
銀
行
の
活
動
で
も
採
用
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
左
派
、
な
か
で
も
中
道
左
派
政
権
の
政
策
は
新
自
由
主
義

と
親
和
性
を
も
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
市
場
と
の
調
和
を
重
視
す
る
左
派
政
権
は
貧
困
を
な
く
し
社

会
的
公
正
を
実
現
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
貧
困
、
格

差
は
世
代
を
超
え
て
構
造
化
さ
れ
、
敗
者
は
最
初
か
ら
敗
者
た
る
こ
と
を

運
命
付
け
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
道
左
派
政
権
は
一
様
に
、
貧
困
、

格
差
の
構
造
的
要
因
で
あ
る
土
地
制
度
、
税
制
、
社
会
保
障
制
度
改
革
に

無
関
心
、
消
極
的
で
あ
る
。
中
道
左
派
政
権
が
重
視
す
る
教
育
の
効
果
に

も
限
界
が
あ
る
。
経
済
の
市
場
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
高
等
学
歴
者
の
収

益
率
を
高
め
、
格
差
を
広
げ
て
い
る
。
中
道
左
派
が
長
期
に
政
権
を
担
当

し
て
き
た
チ
リ
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
格
差
は
基
本
的
に
改
善
し
な
か
っ
た
。

他
方
で
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ボ
リ
ビ
ア
の
よ
う
な
急
進
的
な
左
派
政
権
の
場

合
、
改
革
を
大
衆
の
支
持
を
背
景
に
急
激
に
実
行
す
れ
ば
、
既
得
権
益
を

も
つ
人
々
、
さ
ら
に
外
国
か
ら
の
強
い
抵
抗
を
受
け
、
改
革
が
頓
挫
す
る

危
険
が
あ
る
。

格
差
は
、
単
に
社
会
的
公
正
の
観
点
か
ら
容
認
し
が
た
い
だ
け
で
は
な

く
、
社
会
の
進
歩
を
阻
害
す
る
。
新
自
由
主
義
は
競
争
が
経
済
効
率
を
高

め
社
会
を
進
歩
さ
せ
る
と
主
張
す
る
が
、
構
造
的
な
格
差
が
存
在
す
る
場

合
、
競
争
は
必
ず
し
も
効
率
、
進
歩
を
実
現
し
な
い
。
敗
者
の
な
か
に
は

潜
在
的
に
高
い
能
力
を
も
っ
た
人
も
存
在
す
る
。
彼
ら
の
排
除
は
、
人
的

資
源
の
効
率
的
利
用
を
妨
げ
、
社
会
進
歩
に
不
可
欠
な
新
た
な
知
識
創
造

を
狭
め
る
。
さ
ら
に
、
不
公
正
な
競
争
に
伴
う
格
差
は
、
人
々
の
間
に
嫉

妬
、
憎
し
み
、
対
立
を
生
み
、
そ
の
結
果
で
あ
る
暴
力
は
安
全
維
持
の
た

め
の
私
的
、
公
的
負
担
を
増
大
さ
せ
る
。

左
派
政
権
に
人
々
が
期
待
し
た
の
は
、
市
場
経
済
の
否
定
で
も
大
き
な

国
家
の
復
活
で
も
な
い
。
市
場
が
も
つ
欠
陥
を
踏
ま
え
、
市
場
の
放
恣
を

適
切
に
規
制
す
る
国
家
で
あ
る
。
貧
困
、
格
差
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
制

度
を
漸
進
的
に
、
だ
が
確
実
に
、
根
底
か
ら
改
革
す
る
国
家
で
あ
る
。
協

同
組
合
、
小
生
産
者
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
市
場
で
も
国
家
で
も

な
い
、
社
会
経
済
、
連
帯
経
済
、
共
生
経
済
な
ど
と
呼
ば
れ
る
活
動
領
域

を
広
げ
る
こ
と
も
、
左
派
政
権
に
期
待
さ
れ
る
役
割
で
あ
る
。

 

（
こ
い
け　

よ
う
い
ち
／
拓
殖
大
学
国
際
開
発
学
部
教
授
）

左
派
政
権
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
変
え
る
か

小
池
洋
一
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